
１．決算 （単位：千円）

29年度 28年度

(1)歳入総額 ① 143,053,474 143,332,523 △ 279,049 △ 0.2

(2)歳出総額 ② 140,176,883 141,085,397 △ 908,514 △ 0.6

(3)歳入歳出差引額 ①-②=③ 2,876,591 2,247,126 629,465 28.0

(4)翌年度繰越財源 ④ 387,627 668,585 △ 280,958 △ 42.0

(5)実質収支 ③-④=⑤ 2,488,964 1,578,541 910,423 57.7

(6)単年度収支 ⑤-⑤’=⑥ 910,423 △ 1,731,795 2,642,218 -

(7)積立金 ⑦ 1,679 2,747 △ 1,068 △ 38.9

(8)繰上償還金 ⑧ 0 10,966 △ 10,966 皆減

(9)積立金取崩額 ⑨ 2,000,000 3,773,333 △ 1,773,333 △ 47.0

(10)実質単年度収支 ⑥+⑦+⑧-⑨=⑩ △ 1,087,898 △ 5,491,415 4,403,517 -

２．財政指標等

29年度 28年度 増　減

8.4% 8.3% 0.1ﾎﾟｲﾝﾄ 悪化

97.3% 98.0% △ 0.7ﾎﾟｲﾝﾄ 改善

155,480,033千円 153,464,598千円 2,015,435千円 増加

93,957,793千円 93,505,271千円 452,522千円 増加

278,328円 276,539円 1,789円 増加

7,071,272千円 8,269,593千円 △ 1,198,321千円 減少

（説明）

平成２９年度　前橋市一般会計決算の概要について

・歳入は、市税収入が増額となったものの、合併特例措置の終了に伴う普通交付税の大幅
な減少などにより、対前年度比で約２．８億円減少しました。

・歳出は、臨時福祉給付金等の扶助費の減少や、市民体育館、市民文化会館の大規模改
修工事の完了などによる投資的経費の減少等により、対前年度比で約９．１億円減少しま
した。

・以上の結果、実質的な単年度の収支である実質単年度収支は約１０．９億円の赤字とな
り、また、経常的な収入に占める経常的な支出の割合で財政の弾力性を図る指標である経
常収支比率は９７．３％となりました。

・財源不足により多額の基金を取り崩さざるを得ない状況（財政調整基金２０億円）であり、
また、固定費の支出割合の増加から財政の硬直性が高まっているため、事業の見直しが
必要となっています。

決　　算　　額
増減率増　減区　　　　　分

区　　　　分

(1)実質公債費比率

(2)経常収支比率

(3)市債残高（借入金）

　　うち市民1人あたりの市債残高 

(4)財政調整基金残高

　　うち通常債（臨時財政対策債を除く）

⑤’

資料３

pc151114
長方形



□平成２９年度に実施した一般会計の主な施策・事業と決算額

①市民サービスの充実による「暮らしの質感」の向上

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

新生児聴覚検査費用の助成 241万円 新生児聴覚検査の検査費用の一部を助成

産後ヘルパー派遣 135万円
産後の支援が受けられない母親を対象に、自宅にヘルパーを派遣
し、育児・家事の支援を実施

ロタウイルス予防接種に対する助成拡充 2,289万円 ロタウイルス予防接種経費の一部を助成

②市民のやる気をサポート「稼ぐ力」の創出

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

「ジョブセンターまえばし」における就職支援 6,002万円
ハローワークの職業紹介との一体的な就職支援として、キャリアカウ
ンセリングや就職支援セミナー、企業とのマッチング、就職後の定着
支援などを実施

中心市街地の空洞化対策 2,234万円 中心市街地の空き店舗・オフィスへの新規出店の促進などを実施

赤城の恵ブランドなどの推進 576万円 赤城の恵ブランド・６次産業化情報交換会の開催や、展示商談会へ
の出展などを実施

③「官民連携」によるまちづくりの推進

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

広瀬川河畔緑地等整備の推進 3,692万円 広瀬川河畔緑地を新たな交流空間として整備を実施

空き家対策事業 1億1,025万円 空き家対策協議会の開催や、補助事業を実施し、空家の発生を抑制

前橋版生涯活躍のまち（CCRC）事業の推進 1,918万円 日赤病院跡地のCCRC事業開始に向けての事業者募集支援等を委託

◆第六次前橋市総合計画（H25改定～H29）の主要６分野については、下記の各種事業を推進しました。（主なもの）

①快適で暮らしやすいまちづくり（暮らしの基盤・安全安心）

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

地域公共交通網形成計画の策定 2,009万円 地域公共交通ネットワークを再構築するため、「地域公共交通網形成
計画」を策定

全市域デマンド化推進事業 1億8,141万円 市内全域で「でまんど相乗りタクシー」の運行を実施

通学路などへの街頭防犯カメラの設置 287万円 通学路へ防犯灯一体型防犯カメラを、中心市街地や前橋駅周辺に
防犯カメラを設置

②恵み豊かな自然と共生するまちづくり（環境共生）

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

全国さくらサミットin前橋開催 1,271万円 「第２５回全国さくらサミットin前橋」を開催

六供清掃工場延命化工事（４ヵ年工事２年目） 44億2,860万円 六供清掃工場延命化工事（４ヵ年工事２年目）

木質燃料ストーブ購入助成 100万円 木質燃料ストーブの導入支援を実施

③個々が光り輝くまちづくり（健康・福祉）

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

タイガーマスク運動支援事業 120万円 児童養護施設等を退所後、自立生活を始める児童へ自立生活支度
金を支給

まえばしフードバンク事業 867万円 企業や個人から食品寄付を受け入れ、困窮世帯等へ食糧支援を実
施

市内コンビニエンスストアへのＡＥＤ設置 247万円 市内２４時間営業等のコンビニエンスストアにＡＥＤを設置

④地域資源を活かした活力あるまちづくり（産業活力）

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

小口資金融資保証料の全額補助 1億459万円 中小企業の活性化を図るため、小口資金保証料の全額補助を実施

新製品・新技術開発推進事業 1,874万円 企業の競争力の確保と付加価値生産性向上を目指す企業に補助を
実施

赤城山観光振興事業 1,714万円 赤城山ツーリズムの推進を図るため、地域資源を活かした体験プロ
グラムによるモニターツアーなどを実施

⑤豊かな心を育むまちづくり（教育・文化）

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

前橋学センター研究事業(歴史文化遺産重点研究) 522万円 前橋学センターを開設し、歴史文化遺産の活用にかかる研究を行
い、前橋学ブックレットの発刊などを実施

外国語指導助手（ＡＬＴ）の増員 1億1,069万円 外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置

前橋小学校教科指導講師の増員 1,455万円 前橋小学校教科指導講師を配置

⑥市民協働のまちづくり（協働・行政経営）

項　　目 決算額 事　　業　　概　　要

未来型政策事業 810万円 官民ビックデータの活用に関する連携協定締結やマイナンバーカー
ドを活用した前橋ポイント制度などを実施

地域おこし協力隊支援事業 1,324万円 地域おこし協力隊が行う赤城南麓地区を中心とした地域づくりや、農
業支援などの活動を支援

ファシリティマネジメントの推進 210万円 市有資産マネジメントシステム保守委託などを実施

◆平成２９年度は、「市民の英知とともに、未来の芽を育み、発信よう」という行政経営方針に基づき、以下の３つを
　重点施策として定め、各種の事業を推進しました。（主なもの）


